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2 

▲

5

コ
ー
ス
＝
多
紀
連
山
駐
車
場
②
栗
柄
～
御

嶽
コ
ー
ス
＝
栗
柄
健
康
広
場

※
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

企
画
展「
丹
波
青
磁
篠

山
藩
窯 

王
地
山
焼
復

興
30
年
間
の
軌
跡
」 

歴
史
美
術
館
☎
５
５
２
‐
０
６
０
１

　
江
戸
時
代
の
王
地
山
焼
と
復
興
後
の
歴

代
陶
工
の
作
品
を
は
じ
め
、
江
戸
時
代
に

使
用
さ
れ
て
い
た
土
型（
欽
古
堂
亀
祐
銘

入
り
）な
ど
を
展
示
。
王
地
山
焼
の
魅
力

と
匠
の
技
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期　
間　
6
月
9
日（
日
）ま
で

と
こ
ろ　
歴
史
美
術
館

※
入
館
料（
大
人
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０

円
）が
必
要
で
す
。

市
の
付
属
機
関
な
ど
の

公
募
委
員

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
公
募
で
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

※
本
市
で
他
の
付
属
機
関
の
公
募
委
員

に
就
任
し
て
い
る
方（
予
定
を
含
む
）

は
除
き
ま
す
。

■
森
の
学
校
推
進
委
員
会
委
員

農
都
環
境
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
７

任　
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
０
２
１
年
3

月
31
日

内　
容　
生
物
多
様
性
さ
さ
や
ま
戦
略
の

推
進
に
関
す
る
事
項
全
般

資　
格　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学

の
18
歳
以
上
の
方（
4
月
1
日
現
在
）

募
集
人
数　
2
人
以
上

報　
酬　
日
額
4
０
０
０
円

応
募
期
限　
4
月
22
日（
月
）

応
募
方
法　
上
記
に
備
え
付
け
の
申
込
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）を
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
提
出

■
社
会
教
育
委
員
・
公
民
館
運
営
審
議
会

　
委
員社

会
教
育
課
☎
５
５
２
‐
５
７
６
９

任　
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間　
※
会

議
は
年
２
回
、
調
査
研
究
部
会
は
年
３
回
、

丹
波
地
区
・
兵
庫
県
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
会

議
・
研
修
会
は
年
７
回
程
度
。

内　

容　

社
会
教
育（
主
と
し
て
青
少
年

お
よ
び
成
人
に
対
し
て
行
わ
れ
る
組
織
的

な
教
育
活
動
）お
よ
び
公
民
館
事
業
に
関

す
る
研
究
調
査
、
審
議
な
ど

資　
格　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学

の
18
歳
以
上
の
方（
６
月
１
日
現
在
）

募
集
人
数　
１
人

応
募
期
限　
４
月
15
日（
月
）

応
募
方
法　
社
会
教
育
課
ま
た
は
各
支
所

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
小
論
文「
こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育

施
設
に
つ
い
て
」（
８
０
０
字
程
度
）を
添

え
て
、
右
記
ま
で
郵
送
ま
た
は
直
接
提
出

「
丹
波
篠
山
市
民
人
権

の
つ
ど
い
」

人
権
啓
発
研
修
会「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
な

い
ま
ち
づ
く
り
〜
地
域
か
ら
、
子
ど
も
・

若
者
の
人
権
を
考
え
る
〜
」

人
権
推
進
課
☎
５
５
２
‐
６
９
２
６

と　

き　

４
月
24
日（
水
）19
時
30
分
～

21
時

と
こ
ろ　
四
季
の
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講　

師　
幸ゆ

き

重し
げ

忠た
だ

孝た
か

さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ

ど
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

託　
児　
あ
り（
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。

多
紀
連
山
山
開
き

多
紀
連
山
ア
ル
ペ
ン
協
議
会
事
務
局（
商

工
観
光
課
内
）☎
５
５
２
‐
６
９
０
７

と　
き　
5
月
5
日（
日
・
祝
）8
時
30
分

集
合　
※
雨
天
中
止

コ
ー
ス
・
集
合
場
所　
①
火
打
岩
～
御
嶽

と　
き　
５
～
11
月
頃（
全
７
回
程
度
）

と
こ
ろ　
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

内　
容　
土
づ
く
り
、
野
菜
栽
培
な
ど
の

農
業
基
礎
知
識
、特
産
物
に
関
す
る
講
座
、

現
地
視
察
な
ど

対　
象　
市
内
在
住
の
方
、
市
外
で
あ
っ

て
も
篠
山
で
農
業
を
始
め
た
い（
既
に
し

て
い
る
）方

定　
員　
30
人（
先
着
順
）

申
込
期
限　
４
月
10
日（
水
）

子
育
て
マ
マ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜
づ
く

り
教
室

と　

き　

５
月
10
日（
金
）10
時
～
11
時

30
分

と
こ
ろ　
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容　

プ
ラ
ン
タ
ー
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

き
ゅ
う
り
を
栽
培

配
布
物　
ポ
ッ
ト
苗
４
個
、
プ
ラ
ン
タ
ー

２
個
、
野
菜
づ
く
り
の
冊
子（
Ｊ
Ａ
作
成
）

対　
象　
市
内
在
住
の
女
性

定　
員　
20
人（
先
着
順
）

申
込
期
限 　
４
月
12
日（
金
）

託　
児　
あ
り（
要
予
約
）

い
き
い
き
農
村
女
性
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル

と　

き　

５
月
22
日（
水
）・
29
日（
水
）、

６
月
５
日（
水
）・
12
日（
水
）

内　

容　

全
４
回（
初
回
＝
草
刈
機
・
耕

う
ん
機
／
２
回
目
以
降
＝
ト
ラ
ク
タ
ー

操
作
）

対　
象　
市
内
在
住
の
女
性

定　

員　

10
人　

※
応
募
者
多
数
の
場

農
業
委
員

農
業
委
員
会
事
務
局☎

５
５
２
‐
６
９
０
９

募
集
人
数　
１
人

任　
期　
市
議
会
の
同
意
の
あ
っ
た
日
～

２
０
２
１
年
３
月
31
日

資　

格　

農
業
に
関
す
る
識
見
が
あ
り
、

農
地
な
ど
利
用
の
最
適
化
に
関
す
る
こ

と
、
そ
の
他
の
農
業
委
員
会
が
担
当
す
る

職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
人

職　
務　
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
や

農
地
法
に
関
す
る
許
認
可
な
ど
の
業
務
、

大
山
・
味
間
・
城
南
地
域
委
員
会
に
所
属

し
、
主
に
味
間
地
区
の
農
業
振
興
や
農
地

に
関
す
る
相
談
・
指
導
な
ど

受
付
期
間　
３
月
25
日（
月
）～
４
月
23
日

（
火
）８
時
30
分
～
17
時
15
分

推
薦
・
応
募
方
法　
①
地
区
・
自
治
会
か

ら
の
推
薦
②
団
体
か
ら
の
推
薦
③
農
業
者

（
２
人
以
上
）か
ら
の
推
薦
④
一
般
か
ら
の

応
募
―
で
農
業
委
員
会
事
務
局
や
各
支
所

に
備
え
付
け
の
様
式（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
）を
右
記
ま
で
提
出

農
業
の
各
種
教
室
参
加
者

農
都
政
策
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
４

申
し
込
み
方
法　
右
記
、
各
支
所
ま
た
は

Ｊ
Ａ
丹
波
さ
さ
や
ま
営
農
経
済
部
・
各
営

農
経
済
支
店
に
備
え
付
け
の
申
込
書（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）を
提
出

丹
波
篠
山
農
学
校 

楽
農
ス
ク
ー
ル

合
は
、
初
め
て
受
講
さ
れ
る
方
を
優
先

し
ま
す
。

申
込
期
限　
４
月
10
日（
水
）

愛
南
町
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
大
会
へ
の
派
遣
選
手

社
会
教
育
課
☎
５
５
２
‐
５
７
６
９

と　
き　
６
月
８
日（
土
）13
時
ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ　
愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
西
海

地
域

対　
象　
①
～
③
の
条
件
を
満
た
す
、
市

内
在
住
の
方
。
①
２
０
１
９
年
度
Ｊ
Ｔ
Ｕ

加
盟
競
技
団
体
登
録
会
員
②
２
０
１
９

年
12
月
現
在
で
満
18
歳
以
上
③
ス
イ
ム

１
５
０
０
㍍
を
50
分
内
に
泳
げ
る

定　

員　

２
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
込
期
限　

４
月

12
日（
金
）

申
し
込
み
方
法　

右
記
備
え
付
け

の
申
込
書（
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
）を
提
出

※
往
復
の
交
通
費
、

宿
泊
費
は
市
で

負
担（
旅
費
規
程

に
基
づ
く
）。

※
大
会
の
詳
細
は
、

大
会
公
式
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

催
し

募
集

ＪＲ西日本からのお知らせ
駅に行くまでに、スマートフォン等で列車の運行情報をご確認いただけます！！
※複数列車に15分以上の遅れ（京阪神の朝ラッシュ時、新幹線は10分以上）が発生した場合等にお知らせします。（通信費はご負担となります）

「ｔｗｉｔｔｅｒ」はこちら！ 「列車運行情報アプリ」はこちら！
ＪＲ西日本列車運行情報（北近畿エリア）【公式】は
右側のＱＲコードからダウンロードしてご利用ください。
●「北近畿エリア」の情報提供線区は、福知山線・ＪＲ宝塚線（新三田～福知山）、山陰本
線（園部～福知山～東浜）、播但線（姫路～和田山）、舞鶴線（綾部～東舞鶴）です。
●ＪＲ宝塚線（尼崎～新三田）は『ＪＲ西日本列車運行情報（学研・東西・宝塚線）【公式】』
をご利用ください。

事前に登録した路線で列車に遅れ等が発生した際に、
スマートフォン画面上に運行情報がプッシュ通知される
アプリです。
状況が確認できれば影響区間や原因、運転再開見込み
時刻等をお知らせします。右側のＱＲコードからダウン
ロードしてご利用ください。
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街
か
ど

リ
ポ
ー
ト

6 

▲

7

タ
ウ
ン

ト
ピ
ッ
ク
ス

8 

▲

17

市
政

レ
ー
ダ
ー

18 

▲

21

さ
さ
や
ま
ホ
ッ
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

22 

▲

23

は
ぐ
く
み

24 

▲

25

施
設
情
報
・

相
談

26 

▲

29

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

30 

▲

35

特
集

2 

▲

5

篠
山
市
公
契
約
条
例
を

制
定
し
ま
し
た

管
財
契
約
課
☎
５
５
２
‐
５
１
９
７

　
市
内
事
業
者
の
受
注
機
会
の
増
大
や
契

約
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
適
正
な
労

働
環
境
の
確
保
、
契
約
業
務
の
適
正
な
履

行
お
よ
び
公
共
工
事
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
持

続
的
な
発
展
お
よ
び
市
民
福
祉
の
増
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
し
ま

し
た
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。　

夏
季
休
業
中
の
学
校
閉

庁
日
を
設
定
し
ま
す

学
校
教
育
課
☎
５
５
２
‐
５
６
５
３

毎
年
８
月
13
日
〜
15
日
の
３
日
間
、
学
校

が
閉
ま
り
ま
す
。

　

学
校
業
務
閑
散
期
と
な
る
8
月
中
旬

に
、
篠
山
市
立
幼
・
小
・
中
・
特
別
支
援

学
校（
認
定
こ
ど
も
園
を
除
く
）の
閉
庁
日

を
３
日
間
設
け
ま
す
。

こ
の
期
間
、
学
校
は
職

員
不
在
と
な
り
ま
す
。

転
出
入
の
手
続
き
や
学

校
へ
の
相
談
、
問
い
合

わ
せ
な
ど
は
こ
の
期
間

外
に
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
期
限　
4
月
12
日（
金
）

申
し
込
み
方
法　
上
記
に
備
え
付
け
の
申

込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）を
提
出

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
丹
波
篠
山
幸
せ
し
ご
と

フ
ェ
ア
」参
加
事
業
所

高
校
生
、
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
企

業
紹
介
フ
ェ
ア
を
開
催
！

創
造
都
市
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
６

　
採
用
を
目
的
と
し
た
高
校
生
の
求
人
活

動
を
行
う
企
業
の
参
加
を
募
集
し
ま
す
。

と　
き　
4
月
24
日（
水
）

と
こ
ろ　
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

対　
象　
市
内
企
業
約
30
社

参
加
者　
高
校
３
年
生
と
そ
の
保
護
者

申
込
期
限　

4
月
5

日（
金
）

申
し
込
み
方
法　

右

記
に
備
え
付
け
の

申
込
書（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

を
提
出

※
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
救
命
士
講
習
会

消
防
署
☎
５
９
４
‐
１
１
１
９

と　
き　
4
月
6
日（
毎
月
第
１
土
曜
日
）

と
こ
ろ　
四
季
の
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

計
画
地　

篠
山
市
味
間
北
字
山
立
ノ
坪

１
１
７
２
番
他
3
筆

事
業
者　
株
式
会
社
テ
ク
ノ
ワ
ー
ク

規　
模　
４
７
６
７
平
方
㍍

工
場
・
倉
庫
の
建
築（
西
阪
本
）

と　
き　
4
月
18
日（
木
）19
時
30
分
～

と
こ
ろ　
西
紀
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

計
画
地　

篠
山
市
西
阪
本
字
笠
原
ノ
坪

５
１
５
番
1
他
5
筆

事
業
者　
共
栄
樹
脂
株
式
会
社

規　
模　
２
２
５
４
平
方
㍍

平
成
31
年
度 

国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て

西
宮
年
金
事
務
所
０
７
９
８
‐
３
３
‐

２
９
４
４
／
医
療
保
険
課
☎
５
５
２
‐

７
１
０
３

　

 

4
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
が
、

月
額
１
万
６
４
１
０
円
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法　
口
座
振
替
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
、
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
コ
ン
ビ
ニ
の
窓
口
で
の
納
付

※
4
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
納
付

書
が
届
き
ま
す
。

電
子
納
付
も
で
き
ま
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
モ

バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
テ
レ

フ
ォ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
で
も
納
付
で
き
ま

す
。
ご
利
用
に
な
る
金
融
機
関
に
電
子

納
付
が
可
能
か
を
お
確
か
め
の
う
え
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

９
時
～
12
時

と
こ
ろ　
篠
山
市
消
防
署

対　
象　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

中
学
生
以
上

定　
員　
10
人（
先
着
順
）

申
込
期
限　
4
月
3
日（
水
）

申
し
込
み
方
法　

消
防
署
ま
た
は
各
出

張
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）を
提
出

危
険
物
取
扱
者
試
験

消
防
本
部
予
防
課
☎
５
９
４
‐
１
１
１
８

と　
き　
6
月
9
日（
日
）（
予
定
）

と
こ
ろ　
篠
山
産
業
高
等
学
校
ほ
か
県
下

６
会
場

種　
類　
甲
種
、
乙
種
全
類
、
丙
種

申
込
期
間　

○
郵
送
・
持
参
＝
4
月
17
日（
水
）～
25
日

（
木
）　

※
郵
送
は
受
付
最
終
日
消
印

有
効
。
持
参
は
土
・
日
曜
日
を
除
く
９

時
～
17
時
。

○
電
子
申
請
＝
４
月
14
日（
日
）～
22
日

（
月
）

申
込
先　
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
兵
庫
県
支
部（
神
戸
市
）

願
書
の
配
布　
篠
山
市
消
防
本
部
、
県
下

各
消
防
本
部

※
電
子
申
請
の
方
法
な
ど
、詳
し
く
は（
一

財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
消
防
本
部
で
は
受
け
付
け
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

化
石
発
掘
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア文

化
財
課
☎
５
５
２
‐
５
７
９
２

作
業
場
所　

丹
波
並
木
道
中
央
公
園
内

（
太
古
の
生
き
も
の
館
）

主
な
活
動
内
容　

○
篠
山
層
群
採
掘
岩
塊
を
砕
い
て
化
石
含

有
の
有
無
を
確
認
し
、
化
石
の
保
存
と

記
録
を
し
ま
す
。

○
化
石
発
掘
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
指
導

　
補
助
を
行
い
ま
す
。

太
古
の
生
き
も
の
市
民
研
究
所

開
館
時
間　
９
時
～
16
時
30
分

休
館
日　

月
曜
日（
祝
祭
日
と
重
な
っ
た

場
合
は
開
館
、
翌
平
日
休
館
）、
12
月
29

日
～
翌
年
１
月
３
日

人
材
確
保
事
業
に
お
け

る
参
加
事
業
所

創
造
都
市
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
６

　
１
年
を
通
し
て
人
材
確
保
を
目
的
と
し

た
、
就
職
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
会
な
ど
の
年

間
実
施
事
業
に
つ
い
て
、
参
加
申
し
込
み

を
受
け
付
け
ま
す
。

対　
象　
市
内
事
業
所

主
な
事
業　
①
篠
山
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
②
教
職
員
対
象
企
業
見
学
会
③
篠
山
市

企
業
紹
介
展
な
ど

緊
急
時
の
連
絡
は
、
学
校
教
育
課
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
期
間
に
土
、
日
曜
日
が
含
ま
れ
る

場
合
、新
た
な
閉
庁
日
は
設
け
ま
せ
ん
。

ひ
ょ
う
ご
夜
間
中
学
電

話
相
談
窓
口
開
設

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
兵
庫
県
教
育
委
員
会

義
務
教
育
課
）☎
０
７
８
‐
３
６
２
‐

９
４
３
２

　

夜
間
中
学
に
つ
い
て
ご
相
談
が
あ
る
方

は
、専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
日　
平
日（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始

を
除
く
）９
時
～
17
時（
12
時
～
13
時
は

除
く
）

桜
の
季
節
に
４
文
化
施

設
を
臨
時
開
館
し
ま
す

歴
史
美
術
館
☎
５
５
２
‐
０
６
０
１

　

４
文
化
施
設（
歴
史
美
術
館
、
武
家
屋

敷
安
間
家
史
料
館
、
青
山
歴
史
村
、
篠
山

城
大
書
院
）を
臨
時
開
館
し
ま
す
。

臨
時
開
館
日　

4
月
1
日（
月
）・
8
日

（
月
）

開
館
時
間　

9
時
～
17
時（
入
館
は
16
時

30
分
ま
で
）

大
規
模
開
発
に
係
る
市

民
説
明
会

地
域
計
画
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
８

工
場
・
倉
庫
の
建
築（
味
間
北
）

と　
き　
4
月
11
日（
木
）19
時
30
分
～

消
防

お
知
ら
せ

募
集

〒669-2203 篠山市吹新１２９-７ 吹新溝端ビル２階　℡ 079-590-1855
ホームページ：　ほっと篠山法律　で検索

ほっと篠 山 法 律 事 務 所
（兵庫県弁護士会） 弁護士　谷　田　豊　一

民事

家事

刑事

広 告

春
Ｍランド丹波ささ山校 ☎079-552-0815☎079-552-0815篠山自動車

教習所（ ）https://www.sasayama-ds.comhttps://www.sasayama-ds.com

始まりの季節
始めるなら今！

広 告
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ョ
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▲
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特
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2 

▲

5

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧

税
務
課
☎
５
５
２
‐
５
３
０
６

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
市
内
に
所

有
し
て
い
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
に
つ

い
て
、
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と

比
較
し
て
適
正
で
あ
る
か
を
判
断
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　
４
月
１
日（
月
）～
５
月
７
日

（
火
）８
時
30
分
～
17
時
15
分（
土
・
日
・

祝
日
除
く
）

縦
覧
場
所　
税
務
課　
※
各
支
所
で
は
縦

覧
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
縦
覧
帳
簿
の
複

写
は
で
き
ま
せ
ん
。

縦
覧
で
き
る
帳
簿
と
記
載
項
目

○
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
＝
所
在
地
、
地

積
、地
目
、価
格（
固
定
資
産
税
評
価
額
）

○
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
＝
所
在
地
、
家

屋
番
号
、
床
面
積
、
建
築
年
次
、
種
類
、

構
造
、
価
格（
固
定
資
産
税
評
価
額
）

縦
覧
で
き
る
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
市
内
の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
納
税
者

○
納
税
者
の
同
居
の
家
族
、
相
続
人
、　

納
税
管
理
人

○
納
税
者
の
委
任
状
を
持
参
し
た
方

○
法
人
の
場
合
は
、
代
表
者
ま
た
は
代
表

者
か
ら
委
任
を
受
け
た
方

※
土
地
の
納
税
者
は
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
を
、
家
屋
の
納
税
者
は
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
に
必
要
な
も
の　
　
　
　
　
　
　
　

○
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許

証
、健
康
保
険
証
、住
基
カ
ー
ド
な
ど
）

○
別
居
の
家
族
、
代
理
人
の
方
は
委
任
状

を
併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
課
税
明
細

書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

税
務
課
☎
５
５
２
‐
５
３
０
６

　
所
有
資
産（
土
地・家
屋
）の
確
認
に
は
、

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
に
つ
い
て
い
る

課
税
明
細
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
固
定

資
産
税
は
課
税
標
準
額
に
１
．
４
㌫
の
税

率
を
乗
じ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。
課
税
明

細
書
の
記
載
内
容
と
現
況
に
違
い
が
あ
る

場
合
は
、
納
税
通
知
書
と
課
税
明
細
書
を

ご
用
意
い
た
だ
き
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
窓
口
へ
お
越
し
の
と
き
は
運

転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

39
歳
ま
で
の
若
者
の
た

め
の
就
労
相
談
窓
口

さ
ん
だ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎

５
６
５
‐
９
３
０
０
／
商
工
観
光
課
☎

５
５
２
‐
６
９
０
７

さ
ん
だ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

出
張
キ
ャ
リ
ア
相
談
会

　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働

く
こ
と
に
踏
み
出
せ
な
い
若
者
た
ち
と

じ
っ
く
り
向
き
合
い
、
本
人
や
ご
家
族
、

保
護
者
の
方
々
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い

「
働
き
出
す
力
」を
引
き
出
し
、
就
職
し
て

社
会
へ
踏
み
出
す
橋
渡
し
を
行
う
厚
生
労

働
省
委
託
の
支
援
機
関
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー
で
月

1
回
出
張
キ
ャ
リ
ア
相
談
を
開
催
し
、
働

く
こ
と
に
悩
む
若
者
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
、
就
職
に
向
け
た
継
続
的
支
援
を
行

い
ま
す
。

相
談
日　
毎
月
第
４
火
曜
日
・
13
時
～
16
時

相
談
場
所　
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

対　
象
　
15
歳
～
39
歳
ま
で
の
人

そ
の
他　
要
予
約

路
線
バ
ス
等
乗
車
券
購

入
助
成
制
度

創
造
都
市
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
６

内　

容　

神
姫
グ
リ
ー
ン
バ
ス
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
乗
車
券
や
京
阪
京
都
交
通
バ
ス
カ
ー
ド・

日
本
交
通
乗
合
タ
ク
シ
ー
回
数
券
の
購
入

時
に
１
人
２
０
０
０
円（
子
ど
も
や
身
体
障

害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
１
０
０
０

円
）の
助
成　
※
年
間
１
回
限
り
。

対　
象　
市
内
在
住
の
方

申
込
期
間　
４
月
１
日（
月
）～
２
０
２
０

年
３
月
31
日（
火
）

申
込
場
所　

市
役
所
総
合
窓
口（
本
庁
舎

１
階
）、各
支
所　
※
印
鑑
、身
分
証
明
書
、

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳（
障
が
い

者
用
を
購
入
さ
れ
る
方
）が
必
要
。

購
入
場
所　

○
神
姫
グ
リ
ー
ン
バ
ス
＝
市
役
所
総
合
窓

口
・
各
支
所　
※
子
ど
も
の
み
篠
山
営

業
所
で
購
入
。

○
京
阪
京
都
交
通
＝
城
東
支
所
、
多
紀
支
所

○
日
本
交
通
＝
篠
山
営
業
所（
立
町
）、
篠

山
口
営
業
所（
大
沢
）

丹
波
焼
な
ど
の
食
器
購

入
経
費
を
補
助（
飲
食

店
・
宿
泊
施
設
）

創
造
都
市
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
６

食
と
器
の
出
逢
い
事
業
補
助
金

内　
容　
市
内
産
の
飲
食
提
供
用（
調
理・

保
存
・
観
賞
用
の
も
の
は
除
く
）の
食
器

類
の
購
入
に
必
要
な
経
費
に
助
成　

対　
象　
篠
山
の
豊
か
な
食
材
を
使
っ
た

料
理
を
提
供
す
る
市
内
の
飲
食
店
ま
た

は
宿
泊
施
設
を
営
む
事
業
者
ま
た
は
営

も
う
と
す
る
者

補
助
額　

購
入
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
10
万
円
）

申
込
期
間　

４
月
１

日（
月
）～（
予
算
の

範
囲
内
で
先
着
順
）

※
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

酒
井
貞
子
人
材
育
成
基
金

市
民
協
働
課
☎
５
５
２
‐
５
１
１
２

　
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
や

そ
の
活
動
を
行
う
個
人
ま
た
は
団
体
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

補
助
額　
限
度
額
１
０
０
万
円

補
助
率　
補
助
対
象
経
費
の
90
㌫（
学
校

教
育
に
関
す
る
場
合
は
全
額
）

申
込
期
間　
４
月
1
日（
月
）～
25
日（
木
）

申
し
込
み
方
法　
右
記
に
備
え
付
け
の
申

請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）を
提

出（
５
月
下
旬
に
実
施
す
る
審
査
会
で
、

事
業
計
画
書
な
ど
の
説
明
が
必
要
）

そ
の
他　
議
会
で
の
予
算
議
決
が
必
要
な

事
業
で
す

地
域
の
歴
史
文
化
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業

文
化
財
課
☎
５
５
２
‐
５
７
９
２

　
市
内
各
地
域
の
歴
史
文
化
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
や
、
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
す
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
に

対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

対　
象　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
自
治
会

な
ど
の
地
域
団
体

採
択
予
定
数　
10
団
体
程
度

助
成
額　
上
限
20
万
円

申
込
期
間　
４
月
１
日（
月
）～
５
月
10
日

（
金
）　
※
採
択
予
定
数
に
達
し
な
い
場
合

は
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法　

右
記
に
備
え
付
け
の

申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

を
提
出

消費生活情報
消費生活センター☎ 552-1186

賃貸住宅契約の注意点
　住まいは生活の拠点となる場所です。入居から退去まで
の注意点を知り、トラブルを未然に防ぎましょう。

【入居時】
　鍵の受け取り時には仲介業者か貸主立会いのもと、室内
の状況を確認しましょう。トラブルを防ぐためにも、入居
前からあるキズなどの確認をしましょう。日付入り写真を
残しておくとよいでしょう。

【退去時】
　トラブルに多いのが、敷金返還や修繕費請求など原状回
復に関するものです。入居時に確認した室内状況に基づい
て、貸主か仲介業者立会いで部屋の現状を確認し、修理費
用を請求された場合は内訳について確認し、納得できない
場合は十分な説明を求めましょう。

　原状回復費用は、国土交通省の「原状回復をめぐるトラ
ブルとガイドライン」に分かりやすく説明されています。

　困った時、不審に思った時は消費生活センターに相談し
てください。

平成31年2月末現在（前月比）

人　口 41,743人 （ー17人）
　女 21,707人 （ー23人）
　男 20,036人 （＋6人）
世帯数  17,368世帯 （＋13世帯）

　岩
いわ

橋
はし

敏
とし

子
こ

さん（二階町）から3月11日、
市名変更の準備のために使ってほしいと
300万円の寄付がありました。
　岩橋さんには昨年12月にもご寄付をい
ただき、平成30年度の寄付総額は500万
円にのぼります。
　寄付金は大切に使わせていただきます。

丹波篠山ふるさと応援寄付

環境・衛生
・休日のごみの持ち込み
清掃センター☎596-0844
と　き　4月29日（月･祝）
　　　　 9:00 ～ 11:45、
　　　　13:00 ～ 16:00
ところ　清掃センター
・粗大ごみの戸別収集
市民衛生課☎552-6253
収集日　4月10日（水）
手数料　1,100円
※4月8日（月）までに市民衛生課、　

各支所まで申し込み。
・資源ごみの拠点回収
市民衛生課☎552-6253
と　き　4月10日（水）
　　　　7:00 ～ 10:00
ところ　市役所第2庁舎前、各支所前、
　　　　清掃センター
※清掃センターのみ受け付けは8:30 ～

10:00。詳しくは｢ごみ分別カレンダー｣
をご覧ください。

証明書の発行など
市民課☎552-5242
・日曜窓口
と　き 4月21日（日）
　　　　8:30 ～ 12:00
・時間外延長窓口
と　き 毎週火曜日（開庁日のみ）
　　　　17:15 ～ 19:00

お
知
ら
せ

助
成
金

今月は第3週目ですのでご注意ください


